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研究成果の概要（和文）：古代中世に環オホーツク海の諸集団は，交易を梃子にして，1．技術 

の改良や領域の明確化など生産体制を強化し，2．民族的な形成を進

行させ，3．近代国家の政治的支配が及ぶに至って，国家に包摂・分

断され変容を遂げた。 

研究成果の概要（英文）：Ancient and Medieval peoples living along the coast of the Okhotsk 
sea were becoming incorporated into vast inter-related barter 
networks. Based on this relationship, they achieved three 
remarkable social characteristics（1. Improved production and 
prioritized use of territories, 2. Well defined production groups 
based on ethnicity, 3. Division and absorption of these ethnic 
groups by later states that gained political control of this 
region). 
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１．研究開始当初の背景 
 これまでのわれわれの調査・研究で次の 2
点が解明できた。(1) 海洋民のオホーツク文
化が 5 世紀頃サハリン南西部で形成され,中
期にあらたな要素が加わって, 北海道東部
から千島列島に展開した(2002 年国際シンポ
ジウム"Okhotsk Culture Formation, 
Metamorphosis and Ending," [天野・小野 
2007])。(2) このオホーツク人は,ウリチや
ニヴフ,ネギダルなどアムール下流域～サハ
リン北部の諸民族とコリャークやチュクチ
などオホーツク海北岸地域の集団がミック
スした要素をもち,その交流の舞台はオホー

ツク海西岸地域であった可能性が高い。しか
もこの北方民的要素(Y1 遺伝子ハプロタイ
プ）はオホーツク人を通じてアイヌ民族にも
もたらされたと考えられる(2006 年国際シン
ポジウム"Life and Roots of the Okhotsk 
Culture," [Sato et al. 2007]) 。問題はそ
のプロセスと動因である。このオホーツク海
西岸地域は,極北・高緯度地方とアムール下
流域をつなぐ重要な地域であるにもかかわ
らず,考古学的な情報に関してほとんど空白
に近いため,上記の考古学・人類学の仮説を
充分検証する条件がない状況にある。それ故, 
本研究では環オホーツク海地域・アムール下
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流域の現地調査を行って高精度のデータを
得，上述の研究成果を検証し,さらに新たな展
望を得る。 
 
２．研究の目的 
 この環オホーツク海地域は低い人口密度
と豊富な生物資源,とりわけ毛皮獣が特徴で
ある。これら毛皮製品は,より南の地域へ輸
出された。つまり環オホーツク海世界は,河
川交通で中国本土と結ばれるとともに,沿岸
交通によって環日本海世界・環シナ海世界と
もリンクしていた。 
 中国を基点とするこの広大な相互関連・交
易ネットワークに,極東にあった諸集団は否
応なく組み込まれてゆき,その過程において
民族的な形成が進行すると予想される。極東
にあった諸集団における交易ネットワーク
の伸展と,その社会文化的影響を,古代から
中世さらに近世・近代と検証することによっ
て,日本列島周辺の海洋世界のなかで,ほと
んど研究が進んでいない,環オホーツク海世
界における民族形成の実態を明らかにする
ことが最終目的である。本課題では, 特に,
上記交易ネットワークの結節点たる環日本
海世界の北方地域(ロシア沿海地方・アムー
ル下流域・サハリン・北海道・東北北部)に
おける交易と民族形成の研究成果に立脚し
て,これとの比較によって,日本列島周辺の
三つの海の世界,すなわち環オホーツク海世
界・環日本海世界・ 環シナ海世界の相互関
連を明らかにし,海からの視点による日本史
の再構築を試みる。     
 
３．研究の方法 
 ハバロフスク市博物館,コムサモルスク市
博物館,ニコラエフスク市博物館所蔵資料の
観察・ 記録・分析によって,アムール下流地
域の考古学的情報を収集し,データ解析をお
こなう。これによりオホーツク文化の形成に
至る過程,とりわけ高緯度地方とアムール下
流域地方の文化要素の融合過程を明らかに
する。 
 モスクワ大学,サンクト・ペテルブルグ人
類学博物館蔵の環オホーツク海地域集団人
骨の形態・DNA 分析を行い,オホーツク人・続
縄文人・アイヌとの比較検討を進めることに
よって,これらの 集団の近縁・系統関係を明
らかにする。さらに動物遺存体の DNA 分析を
進めて,各種毛皮獣などの地理的分布の確認
とそこからの搬出・集積地・輸送経路を推
定・復原する。このような集団の動態から,
移動拡散の要因(動乱・難民,交易用の毛皮獣
獲得のための領域化進行等)を推定し,環オ
ホーツク海地域の集団形成に向かう歴史を
明らかにする。 
1980 年代以降の日本史研究では,環日本

海地域・環シナ海地域概念を設定し,国家と

地域の相克のなかに歴史の展開を見ること
により,新しい成果をおさめてきた。しかし,
環オホーツク海地域については,そのような
試みは全く行われなかった。そもそも,環オ
ホーツク海地域という枠組みの設定が可能
かすら,これまでは検討されてこなかった。
その意味では,海の視点から日本史を再構築
するという試みは,不十分であった。本研究
の成果は,このような,学会の偏った状況を
是正し,環日本海・環シナ海地域との関係で,
日本史を見直す機会を提供するものである。  
アムール川下流域からサハリンにかけて

は,中国王朝の影響力が，11・12 世紀,13 世
紀,15 世紀初頭と最低でも 3回は及んでいる。
この分野では,中国の文献史料の調査がかな
り進んでいるが,これに加えて碑文や古地図
の調査を行うことによって,文献史料を補強
する。また,出土銭貨の分析を行うことによ
り,北東アジアにおける中国銭貨の流通シス
テムのなかで,アムール川下流域・サハリン
の占める位置を明らかにする。これにより,
中国王朝がこの地域で展開した朝貢交易の
実体を解明する手がかりをつかむことが可
能になろう。 
 
４．研究成果 
 古代中世に環オホ-ツク海の諸集団は，そ
の豊富な資源を介して，中国さらに日本を基
点とする広大な相互関連・交易・物流ネット
ワークに組み込まれていった。その結果， 
(1) 技術の改良や領域の明確化など生産体

制が強化されたこと， 
(2) その過程において民族的な形成が進行

したこと， 
(3) 次いで，この地域に近代国家の政治的支

配が及ぶに至ったこと 
により，これらの諸民族が好むと好まざると 
にかかわらず国家に包摂・分断され変容を遂 
げて行ったことを，考古・歴史学・民族学・ 
形質人類学・遺伝学の面から解明した。この 
成果は，従来の日本史の枠を大きく拡大し， 
また東洋史の中で研究が大きく立ち後れて 
いた地域に照明を当てる意義ももつものと 
言える。 
この取り組みは，日ロの研究者によって共

同で進められ，その成果を国際シンポジウム
(2012 年 6 月 2-3 日)と『北海道大学総合博物
館研究報告』6 号(2013 年 3 月 31 日刊行)，
および HUSCAP(北海道大学学術成果コレクシ
ョン)で公開した。 
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